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この取扱説明書の内容は、製品を安全に正しく
お使いいただき、お客様の危害や損害を未然
に防止するためのものです。
表示記号の内容を良く理解したうえで、本書
の内容（指示）にしたがってください。

取扱いを誤った場合に、
使用者が死亡または重
傷を負うおそれがある
内容を示しています。

取扱いを誤った場合に、
使用者が中・軽傷を負
うおそれがある内容、
または物的損害のおそ
れがある内容を示して
います。

取扱いを誤った場合に、
製品の損傷または故障
のおそれがある内容を
示しています。

説明の内容で知ってお
くと便利なことを示し
ています。

このたびは、当社製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。

●製品を安全に正しくお使いいただくために、ご使用にな
る前にこの取扱説明書を最後までお読みください。
　お読みになったあとは、たいせつに保存してください。

警告

注意

お願い

補 足

安全に関する記号 記号の意味

UR064_201603B
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施主様用

快適に使用していただくために



●屋上階、または20階を越える場所には設置し
ないでください。風で飛びケガをする恐れがあ
ります。

警告

●駐車場やガレージなど重量物が乗る場所には設置しないでください。

お願い

●ベランダやバルコニーに設置する場合は、必ず
三角框を躯体側以外の３辺に取付けてください。
風で飛びケガをする恐れがあります。

警告

1,100ｍｍ
以上

●設置したフロア面から手すり上端までの寸法を
1,100ｍｍ以上確保してください。子どもが
手すりに登ったりしてケガをする恐れがあります。

警告

●お子様が商品を触らないようにしてください。
指をはさんだりしてケガをする恐れがあります。

●本製品を切断する場合は、専門の業者に依頼し
てください。ケガや商品が破損したりする恐れ
があります。

注意

注意

●集合住宅の管理組合によっては、ベランダ・バルコニーでの使用が禁止されている場合があります。事前
にご確認ください。       
●防火性能を有した構造体上に、可燃物であるフロア材を載せることに対し、特定行政庁よりごくまれに指
摘を受ける場合があります。事前に確認検査機関にお問い合わせください。
●避難用ハッチなどの避難器具の上には絶対に施工しないでください。
●施工中の部材、部品の落下には十分ご注意ください。       

1　事前確認事項

2　施工上のご注意
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●床面の防水層をキズつけた場合は、必ず住宅会社・工務店・防水処理業者に連絡して補修してください。

お願い

●風による浮き上がりの恐れがある場合は、フロア材にワイヤーを通して、固定物に係留してください。

お願い

●施工前には、ベランダ、バルコニー床面等のゴミや砂を十分取り除いてください。防水面をキズつけ、雨漏り
の恐れがあります。

お願い

●平らな床面へ施工してください。平らでない床面の場合や、芝・土等の上に設置した場合は、浮きや反りの原因
になる恐れがあります。

お願い

●施工後は、必ず残材の清掃を行ってください。排水溝をつまらせたり、床面の防水層をキズつけ、雨漏りの恐
れがあります。

お願い

3　梱包明細表
【1】フロア

名　　称 略　図 員  数

Ａ12 10

Ｂ12 10

Ｃ12 10

Ｄ12 10

【2】三角框
名　　称 略　図 員  数

標準 2

入隅セット 1セット

出隅セット 1セット

【3】フラワーボックス

2

員  数

ベース

2ボックス本体

名　　称 略　図

【4】側溝サポート材

3

員  数

パンチングプレート

60側溝サポート部品(大)

60側溝サポート部品(小)

名　　称 略　図

（t＝5） 
30

20

（t＝2） 
30

20

オプション
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4-2 仮置きと配置決め

4-1 側溝サポート材の取付け（オプション）

●周囲に3～5ｍｍほど余裕を持たせてください。気温変化により多少伸縮する場合があります。

お願い
①始めにフロア材を仮置きし、障害物（排水溝など）を避けて全体のイメージをつかんでください。

①1枚のパンチングプレートに4ヶ所、側
溝の深さに合うように側溝サポート部
品（大）（小）を貼り付けて側溝へはめ
込んでください。

●フロア材のガタツキが気になる場合は市販のクッション材を使って調整してください。

お願い

①配置を確認し、外周から設置し、順々に中に敷き込んでください。
②ベース部のフック部分を差し込んでください。

4-3 デッキの敷き込み

フックにはオス、
メスがあります。

フック1ヶ所

フック2ヶ所フック4ヶ所

●側溝の深さが10mm以上35mm
以下の場合は、パンチングプレー
トへ側溝サポート部品（大）、（小）
を必要枚数貼り付けてください。
（Ａ図参照）
●側溝の深さが10mm未満の場合
は、テラッツァフロア裏面へ直接
側溝サポート部品（大）、（小）を必
要枚数貼り付けてください。（Ｂ図
参照）

お願い側溝 
パンチングプレート

側溝サポート部品（大）（小）

L/3

L/3

L/3

パンチングプレート テラッツァフロア

側溝サポート部品 側溝サポート部品 

1
0
m
m
以
上
3
5
m
m
以
下
 

1
0
m
m
未
満
 

 Ｂ図 Ａ図

4　組み立て手順
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4-5 デッキのカット
①障害物を避ける場合や幅調整の際にはデッキを
カットすることができます。のこぎりを使用し
てカットしてください。カットする場所は、表
面の材の割れ目でカットしてください。

4-6 フラワーボックスの設置

①ベースを隣接するフロア材のフックにジョイントしてください。
②ベースの上にフラワーボックスを設置してください。
③ポットに入った植物をボックスの中に配置してください。

●フラワーボックスに直接土を入れないでください。長期間の使用において、土の重さでボックスが変形
し破損する恐れがあります。

お願い

●1/4に切断することはできません。

お願い

ベース

フラワーボックス

B12、Ｃ12、D12 A12

4-4 三角框の取付け

①三角框をフック部分にスライドして取付けてください。
②出幅、入隅はコーナーピースを三角框に取付けてください。

三角框

標準

コーナーピース

コーナーピース
出隅

入隅

コーナーピース
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●フラワーボックスに植物が入った状態で持上げない
でください。底が抜けてケガをする恐れがあります。

注意

●商品を移動するときは、ひとつずつ丁寧にゆっくり
と行ってください。ケガをする恐れがあります。

注意

●床面の平らな場所に設置してください。ケガをし
たり、商品の変形の原因になります。

注意

●商品に肥料や灯油などが付着した場合は、すぐに拭き取ってください。変色や変形する恐れがあります。

お願い

●移動するときは床面をひきずらないでください。必ず持ち上げて運んでください。

お願い

●フラワーボックスの中に25ｋｇを超えるものを入れないでください。商品が変形・破損する恐れがあります。

お願い

●ビニールなどを長時間直接上に載せて使用しないでください。変形やキズの原因になります。

お願い

●フロア材に直接座ったり、靴下で歩かないでください。また布団やじゅうたんなどを置かないでください。
　表面の研磨くずにより衣類等に色移りする場合があります。

お願い

（1）安全のために必ず守ってください。

●商品に火気を近づけないでください。火災や商
品の変形の原因になります。

注意

●商品には強い衝撃を与えないでください。破損
やケガの恐れがあります。

注意

●商品の上を素足では歩かないでください。ケガを
したり、やけどをする恐れがあります。

注意

5　使用上のご注意
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●リサイクル材を使用しているため、材料によって色のバラツキがあったり、表面に多少の他物質の混入が見
られることがありますが、品質には問題ありません。

補足

●塩害地域（海沿いの地域）ではサビが発生しやすかったり、傷みが激しくなることがあります。あらかじめご
了承ください。

補足

●長時間直射日光等を受ける場所に設置したものは、紫外線により多少の退色が見られる場合があります。

補足

6-1 保守・点検

●商品はときどきガタツキがないか点検してくださ
い。破損により、ケガをする恐れがあります。

注意

6-2 お手入れ方法

●シミなどの汚れが付いた場合は、中性洗剤を含ませたデッキブラシなどでブラシ掛けしてください。
デッキ表面の溝方向に沿ってブラシ掛けすると汚れが落ちやすくなります。そのあときれいな水を含ま
せたデッキブラシで表面をブラシ掛けしてください。中性洗剤が表面に残りますと、変色する場合があ
ります。汚れがひどい場合には、交換をおすすめします。
●中性洗剤で落ちない汚れおよびキズは、サンドペーパー（♯40程度）でこすることで目立たなくなります。
その際デッキの溝方向に向かってサンドペーパー掛けすると、補修あとが目立ちにくくなります。

お願い

●製品に異常を感じたときは使用を中止し、お買い上げの販売店（工事店）にご連絡ください。

お願い

●毎日のお手入れは、ほうきでほこりやゴミを取り除いてください。

お願い

6　お手入れについて

●強化木材は、使用状況や環境により水アカや足跡、雨ジミ、黒い斑点（カビ）などの汚れが目立つ場合があ
りますのであらかじめご了承ください。

お願い

●製品の改造や分解は絶対にしないでください。

お願い
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ＭＤテラッツァフロア 保証書

※当社は、当社商品のユーザー様及び流通業者様等の皆様の個人情報を商品納入や商品保証書を通じて取得し、将来にわたる
品質保証、メンテナンスその他の目的のために利用致します。当社の個人情報の取り扱いについて詳しくは当社ホームページの

 『プライバシーポリシー』(http://www.lixil.co.jp/privacy/) をご覧下さい。

ご住所 住所・店名

お名前

電　話

電話　　　　 （　　）様

（　　　　　）

本書はお引渡し日から左記期間中故障が発生した場合
には、本書記載内容で無料修理を行うことをお約束する
ものです。詳細は下記記載内容をご参照ください。
※お引渡し日、お客様名、施工店名及び製造No.が不明の場
合は、保証しかねますので施工店に必要事項の記入をご
依頼ください。又本書は再発行致しませんので大切に保管
してください。

印

　　　年　　　月　　　日

対　象　部　品 期間（お引渡し日より）

但し電装部品 

本　　　　 体   2 ヶ 年

  1 ヶ 年

製造No.
（商品名シールNo.）

お引渡し日

お客様

保　　証
期　　間

施
　
工
　
店

〒136-8535  東京都江東区大島2-1-1

1.　保証者
株式会社LIXIL

2.　保証の対象者
当該商品の所有者

3.　対象商品
LIXILブランドで発売しているエクステリア商品、ガーデンリビング ファ
ニチャー＆グッズ商品

4.　保証内容
取扱い説明書・表示ラベルまたはその他の注意書きに基づく適正なご
使用状態で、保証期間内に発生した不具合については、下記に例示
する免責事項を除き、無料修理いたします。

5.　保証期間
当該商品の施工完了日（お引き渡し日※）から起算して２年間。（電装
部品及び木製部品については１年間）ただし、施工を伴わない商品
及びガーデンリビング ファニチャー＆グッズ商品についてはご購入され
た日から起算して１年間。
※注）新築分譲住宅の場合は、建築主さまへの引渡し日。

6.　品質保証の免責事項
保証期間内でも、次の様な場合には有料修理となります。
①当社の手配によらない第三者の加工、組立て、施工（基礎工事、取
付工事、シーリング工事、電気工事など）、管理、メンテナンスなどの
不備に起因する不具合（海砂や急結剤を使用したモルタルによる
腐食、中性洗剤以外のクリーニング剤を使用したことによる変色、腐
食、基礎寸法や取り付け寸法違いなどによる性能低下、工事中の
養生不良による変色や腐食など）。

②取扱い説明書や表示ラベル、カタログなどに記載された使用方法
からの逸脱及び適切な維持管理を行わなかったことなどに起因す
る不具合（例えば、雪下ろしや操作上の注意などの注意シール内
容の不励行による破損など）。

③表示された商品の性能を超えた性能を必要とする地域や場所に取
り付けられた場合の不具合（例えば、積雪強度、耐風圧強度、寒冷
地での作動性や凍結に起因する不具合など）。

④建築躯体の変形など商品以外の不具合に起因する商品の不具合。

⑤商品又は部品の経年変化（使用に伴う消耗・摩耗など。木製品のさ
さくれ、ヒビ割れ、変色、ネジ、ボルトの緩みや釘の浮きなど）や経年劣
化（樹脂部分の変質・変色など）またはこれらに伴う不具合、および
電池・電球などの消耗品の損傷や故障。

⑥商品又は部品の材料特性に伴う現象（例えば、木製品の反り、干
割れ、色あせ、木目違い、節抜け、樹液のにじみ出しなど）。

⑦自然現象や住環境に起因する結露などに起因する不具合（例え
ば、結露による凍結、サビ、カビ発生など）。

⑧環境が特に悪い地域又は場所に取り付けられたことに起因する腐
食及び不具合（例えば、海岸地帯での塩害や大気中の砂塵・煤
煙・金属粉・亜硫酸ガス・アンモニア・車や給湯器などの排気ガスが
付着して起きる腐食や塗装はく離、異常な高温・低温・多湿による不
具合、軟弱地盤による沈下や、倒壊など）。

⑨天災その他の不可抗力（例えば、暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、地
盤沈下、落雷、火災など）により商品の性能を超える事態が発生し
た場合の不具合。

⑩実用化されている技術では予測不可能な現象またはこれが原因で
生じた不具合。

⑪犬、猫、鳥、ねずみ、虫などの小動物の害、またはつるや根などの植
物の害、またはそれに関する不具合。

⑫所有者様や第三者による不当な修理や改造（必要部品の取り外し
含む）に起因する不具合。

⑬本来の使用目的以外の用途に使用された場合の不具合、又は使
用目的と異なる使用方法による場合の不具合。

⑭犯罪などの不法な行為に起因する破損や不具合および盗難。

※保証期間経過後の修理・交換などは有料といたします。
※本書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありま
せんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、最
寄りの当社支店・営業所・お客さま相談センターにお問い合わせく
ださい。
※本商品保証は日本国内においてのみ有効です。
　（This warranty is availed only in Japan.）

※当社の商品に関し、上記に記載の保証期間、保証内容の範囲において無料修理を行うことをお約束するものです。
※保証期間中に故障・損傷などの不具合が発生した場合には、お取り扱いの施工店、工務店、販売店に修理を依頼してください。当社支店・営業所、
　お客さま相談センターにてもご相談を承ります。

取説コード 

UR064
JZZ624862A
201212A＿1041
201603B＿1049




